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平成 24 年５月

ＭＡＹ

赤土バレイショが出荷最盛期
　鹿児島ブランドの「長島赤土バレイショ」の収穫が４月
中旬から始まり、長島の春の味が全国に届けられます。
　今年は、２月３日の寒害で作付け面積の３割（約 300㌶）
が被害を受け、例年から比べると２週間遅くなりました。
４月 23日、指江の風車公園下で収穫していた山口清明さ
ん（85）と妻の千代子さん（82）は「寒害と霜の被害で
例年の半分以下。しかしなんとかここまで成長し、きれい
なバレイショに育ったことがうれしい。」と収穫に精が出
ていました。

長島
な     が     し     ま

広報

５



　

平
成
24
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員

会
議
が
４
月
13
日
、
長
島
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区
の

行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め
に
川

添
健
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
会
議

で
は
、
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ

行政連絡員（4 月 1 日現在） 各
地
区
の
行
政
連
絡
員
が
決
定

↑５7 地区の行政連絡員が集まった会議

納税功労組合を表彰
表彰を受ける各納税功労組合

地区名 氏　名 地区名 氏　名
田尻 田中　義夫 桂代 川田　   誠

火ノ浦 野澤　逸雄 三船 山上　　諭
山門野下 古田　賢一 薄井 山下　　忍
山門野中 坂之下　修 白瀬 白石　良二
山門野上 前畑　詔爾 本浦 飯田　満穗

加世堂 林　　誠治 葛輪 森枝　速人
川床下 追田　道明 片側 小田　敏博
川床中 阿夛　博直 御所ノ浦 岡下　亮一
川床上 川下　　孝 湯ノ口 梅川　　賢

小坂 赤﨑　正美 幣串 池田　卓男
杉ノ段 枦元　博昭 平尾中南 松尾   　 安

梅ノ木山 竹田　六雄 母良木 長山　久義
牧 岩下　貞志 藤之元 飯尾和喜雄

市来崎 片下　　晶 萩之牟礼 福永　功憲
脇崎 森山　健二 茅屋 宮瀬　久志
塩追 大石　正和 浜漉 大堂　定憲
赤崎 平嵜　幹雄 北方崎 長井　正喜
山寺 平田　保男 犬鹿倉 大迫　政喜
上揚 荒田　明美 蔵之元 轟　　　保
野中 東條　義昭 小浜 楠元　康博

菅牟田 溝口　拓郎 指江 池田　尚正
山中 田中　　悟 川内 小川　　望
本町 小川　徹昭 城川内 瀬ノ口良信

西 上　　哲郎 唐隈 小森　芳裕
矢堂 宮路　研道 広野 松原　義彦

宮ノ浦 平野　利夫 潟 山下  　  猛
伊唐 竹山　司郎 汐見 久保　 賢一
浦底 浦底　信市 馬込 濵田 　重則

福ノ浦 山﨑　晴行

い
て
担
当
課
長
が
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間
活
動

さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡
員

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

納税優秀賞
納期限内（平成 23年 12 月末日）完納

納税組合
加世堂 市来崎
川床中 矢堂
杉ノ段 桂代

牧 湯ノ口

納税優良賞
年度内（平成 24年３月末日）完納

納税組合
山門野下 川内
山門野中 三船

小坂 片側
梅ノ木山 川床下

白瀬 蔵之元
浦底 藤之元

川床上 広野

　平成 23 年度の納税功労組合表彰式が４月

13 日、長島町開発総合センターで開かれ、

33 の納税組合が表彰されました。

　式では、川添健町長が昨年末の納期限内に

完納した８組合に「優秀賞」を、年度内に完

納した 14 組合に「優良賞」、納税に躍進的

功労のあった 11 組合に「努力賞」を贈り、

これまでの労をねぎらいました。

　表彰された納税組合は下記のとおりです。

納税努力賞
納税に対し顕著に功労のあった組合

納税組合
脇崎 御所ノ浦
塩追 幣串
本町 浜漉
伊唐 城川内

福ノ浦 馬込
薄井

大

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議
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いろいろな催しで盛り上がる

　

3
月
31
日
か
ら
開
幕
し
た
第
2

回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
で

は
、
4
月
の
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
人
が
長
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

4
月
10
日
、
花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
川
床

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
広
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
薩

摩
川
内
市
と
北
薩
地
区
か
ら
96

チ
ー
ム
、
約
５
０
０
人
が
参
加

し
、
出
水
市
の
「
高
尾
野
な
か
よ

し
会
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

15
日
は
、
同
運
動
広
場
で
、
第

１
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
旗

争
奪
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
近
隣
市
町
や
薩
摩
川

内
市
、
遠
く
は
天
草
市
と
垂
水
市

な
ど
か
ら
21
チ
ー
ム
が
参
加
。
見

事
第
１
回
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し

た
の
は
、
薩
摩
川
内
市
か
ら
参
加

し
た
大だ
い
ご
う軣

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
園
内
ス
ケ
ッ
チ
週

間
や
押
し
花
体
験
教
室
、
コ
ケ
玉

づ
く
り
教
室
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ケ
ッ
チ
週
間
は
、
1
日
か

ら
8
日
ま
で
の
一
週
間
、
来
場
し

た
子
ど
も
た
ち
が
、
園
内
の
花
々

や
造
形
物
な
ど
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、

２
１
６
枚
の
作
品
が
メ
イ
ン
会
場

と
サ
ブ
会
場
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

22
日
は
押
し
花
体
験
教
室
が
長

島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
、
29
日
に

は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト
の
柴
さ
と

み
さ
ん
に
よ
る
コ
ケ
玉
づ
く
り
教

室
が
メ
イ
ン
会
場
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
両
教
室
と

も
初
心
者
の
か
た
も
多
く
、
押
し

花
教
室
は
、
す
で
に
押
し
花
さ
れ

た
花
を
思
い
思
い
に
並
べ
、
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
げ
て
い
ま

し
た
。
コ
ケ
玉
づ
く
り
は
、
中
心

の
植
物
を
覆
う
〝
け
と
土つ
ち

〟
と
コ

ケ
か
ら
な
り
、
包
む
込
む
作
業
に

気
を
つ
け
な
が
ら
製
作
し
て
い
ま

し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
内
に
あ
る
畑
で

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
掘
り
取
り
体

験
も
開
催
。
そ
の
場
で
申
し
込
む

こ
と
が
で
き
準
備
さ
れ
た
畝う
ね

に

は
、
肌
つ
や
の
良
い
き
れ
い
な

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
実
っ
て
い
ま
し

た
。
出
水
市
か
ら
来
た
女
性
5
人

ら
は
「
た
く
さ
ん
イ
モ
が
入
っ
て

て
び
っ
く
り
。
う
れ
し
い
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

↑花フェスタグラウンド・ゴルフ大会（団体
戦優勝：高尾野なかよし会、 同準優勝：波留
なかよし会、同３位：川床クラブ星）

↑夢追い長島花フェスタ旗争奪ちびっこソフトボール大会
（優勝：大

だいごう

軣、準優勝：阿久根、３位：出水中央、隈之城）

一つ一つの押し花を、並べ張り合わせ
ていく押し花体験教室
ＭＢＣタレントの柴さとみさんが講師
となったコケ玉づくり教室

会場内でスケッチを楽しむ子どもら

第２回夢追い長島花フェスタ

ジ ャ ガ イ モ の 掘 り 取 り 体 験
で収穫を喜ぶ来場者
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正
六
位
・
旭
日
双
光
章
を
授
与

↑
息
子
さ
ん
の
公
徳
さ
ん
に
川
添

健
町
長
か
ら
伝
達

　

４
月
20
日
、（
故
）
登
尾
德
義

さ
ん
（
浜
漉
）
に
、
長
年
に
わ
た

る
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
叙

位
・
正
六
位
と
旭
日
双
光
章
が
贈

ら
れ
、
川
添
健
町
長
か
ら
息
子
さ

ん
の
公
徳
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
38
年
４
月
か
ら

平
成
11
年
４
月
ま
で
長
島
町
議
会

議
員
と
し
て
、
8
期
32
年
の
永
き

に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
在
職

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
長
島
町
議
会
議
長
、

同
議
会
副
議
長
、
同
議
会
建
設
経

済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
同
議
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
力
す
る
と
と
も

に
、
常
に
高
邁
な
政
治
信
念
の
も

と
に
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
島
町
農
業
委
員
会
委

員
と
し
て
遊
休
農
地
の
賃
貸
借
を

旧
長
島
町
議
会
議
長

（
故
）
登
尾
德
義
氏
を
た
た
え
る

積
極
的
に
進
め
る
な
ど
農
地
の
集

積
と
有
効
利
用
を
図
り
、
農
家
の

経
営
規
模
拡
大
と
経
営
安
定
に
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
5
月
か
ら
平
成
5
年

5
月
ま
で
は
、
鹿
児
島
県
町
村
議

会
議
長
会
の
副
会
長
を
努
め
、
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
県
内

町
村
の
地
域
振
興
や
活
性
化
な
ど

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ＬＰガスなど応急物資を供給
　災害時における応急生活物資の供給に関する協定

調印式が 4 月 20 日、長島町役場で行われました。

　これは、本町と鹿児島県ＬＰガス協会北薩支部（高

橋義英支部長）の間で協定されたもので、災害が発

生した際、または発生の恐れがある際、調達可能な

ＬＰガスなどの応急物資が供給されるものです。

　この日は、同協会の長島地区ブロック会員も同席

し、来庁した阿多優二副支部長が「今回の協定に快

くお受けしていただきうれしい。同協会では災害時

のインフラが寸断した際など、住民のため迅速に対

応したい」 と協定の趣旨など交えあいさつしまし

た。川添健町長は「本町では安心安全な町として施

策を進めているが持ち運びができるＬＰガスの特性

を生かした協定内容であり心強い。災害があった際

など住民にきめ細やかな対応ができ、今回の行為に

感謝したい」とお礼を述べました。

　なお、同支部管内（伊佐市、出水市、阿久根市、

長島町）で協定がなされているのは出水市と長島町

の 2 市町となっています。

↑ 調 印 後、 鹿 児 島 県
Ｌ Ｐ ガ ス 協 会 の 阿 多
優 二 北 薩 副 支 部 長 と
握 手 を 交 わ す 川 添 健
町長

← 長 島 町 と 鹿 児 島 県
Ｌ Ｐ ガ ス 協 会 北 薩 支
部との協定書に調印
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総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 その他

887 円 700 円 3,912 円 978 円 1,719 円 3,755 円 44 円

平成 24 年度北薩広域行政事務組合当初予算

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
24
年
度
の
当
初
予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ

2
億
2
千
１
６
万
1
千
円
（
17
・

３
％
）
減
と
な
り
、
10
億
8
千
78

万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア

ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ

び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使

用
料
等
）
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）
処
理
、
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
、
し
尿
処
理
す
る
た

め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合

の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債

費
、
介
護
保
険
の
認
定
審
査
業
務

の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、圏
域（
２

市
１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業
推

進
に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、

議
会
費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

分担金及び負担金
　10 億 3,222 万円
○内訳　負担金　阿久根市　　２億 1,126 万２千円
　　　　　　　　出水市　　　４億 9,773 万９千円
　　　　　　　　長島町　　　１億 4,073 万９千円
　　　　　　　　地方交付税　１億 8,248 万円

使用料及び手数料
　2,292 万１千円

財産収入
　275 万円

諸収入
　2,289 万円３千円

歳　　入
10億 8,078 万４千円

衛生費
　５億 9,546 万６千円

公債費
　３億 3,831 万円

総務費
　6,306 万円２千円

民生費
　7,995 万３千円

振興事業整備費
　275 万円
議会費
　74 万３千円
予備費
　50 万円

歳　　出
10億 8,078 万４千円

住民１人当たりに使われた金額 11,995 円（人口 90,103 人　平成 24 年３月末現在）

10 億８千 78 万４千円を計上
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i n f o r m a t i o n

水
俣
病
被
害
者
救
済
の
申
請
が

平
成
24
年
7
月
末
で
終
了

　

平
成
22
年
5
月
1
日
か
ら
給
付

申
請
の
受
付
を
開
始
し
た｢
水
俣

病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問

題
の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法

｣

の
救
済
措
置
の
方
針
に
基
づ
く

救
済
措
置
申
請
受
付
は
、
平
成
24

年
７
月
31
日
ま
で
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

水
俣
病
発
生
地
域
に
お
い
て
、

申
請
前
に
医
師
に
相
談
し
た
い
が

差
別
や
偏
見
な
ど
に
よ
り
、
い
ま

だ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

や
抵
抗
を
感
じ
て
い
る
か
た
が
た

の
た
め
、
環
境
省
で
は
、
自
治
体

や
医
療
機
関
な
ど
の
協
力
で
、
受

診
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
省
環
境

保
健
部
特
殊
疾
病
対
策
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環境省に受診支援を申し込みます。
　専用の受診支援申込書に必要事項を記載のうえ、郵送かＦＡＸで環

境省まで平成 24 年５月 30 日（木）までにお申込みください。

　　　　　　　　　※注）検診に係る費用と交通費は自己負担です。

指定日時・場所で医師による診察を受けます。

救済のために必要な申請書類を鹿児島県に提出します。

申請書類審査後、公的検診を受けていただき、
鹿児島県が判定検討会の意見を聴いて判定します。

⇩検診の日時・場所を本人あてに郵便でご連絡します。

⇩

⇩

◎問い合わせ先

　環境省環境保健部特殊疾病対策室
　〒 100-8975
　東京都千代田区霞が関 1-2-2
　☎ 03（5521）8257（平日：午前 9 時～午後 6 時まで）
　fax03（3580）2963

 受診支援後、
 給付申請されるかた

検診の支援を希望されるかたの申込手順
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

早期発見で命を守る
　町民の皆さんに健やかな生活
を送っていただくため、健康増
進法に基づき子宮頸

けい

がん検診を
各地区で実施します。
　検診については、受診者の都
合の良い会場で受診することが
できます。また、無料クーポン
券対象者は、10 月 24 日に乳が
ん検診も受診することができま
す。
　20 歳 以 上 の 女 性 は、 年 に 一
度の子宮頸

けい

がん検診を受診しま
しょう。

月　日 曜日 受付時間 会　場

５月 21 日 月 13：00 ～ 13：15 潟自治公民館

５月 22 日 火 9：00 ～ 9：15 長島町文化ホール

５月 22 日 火 13：00 ～ 13：15 蔵之元自治公民館

５月 23 日 水 9：00 ～ 9：15 平尾老人憩いの家

５月 23 日 水 13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

５月 24 日 木 9：00 ～ 9：15 諸浦コミュニティセンター

５月 24 日 木 12：30 ～ 12：45 獅子島アイランドセンター

５月 25 日 金 9：00 ～ 9：15 山門野コミュニティセンター

５月 28 日 月 13：00 ～ 13：15 川床コミュニティセンター

５月 29 日 火 9：00 ～ 9：15 保健福祉センター（鷹巣）

５月 29 日 火 13：00 ～ 13：15 保健福祉センター（鷹巣）

５月 30 日 水 9：00 ～ 9：15 保健福祉センター（鷹巣）

テ ィ ー ル ア ン ド
ホ ワ イ ト リ ボ ン 　   

（子 宮 頸 が ん）

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1111［内線 1108］

ピ ン ク リ ボ ン
　   （乳 が ん）

【子宮頸
けい

がん検診日程】

　

こ
れ
ま
で
本
町
の
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た
ル
イ
ジ
ー
と
ザ
ッ
カ
リ
ー

の
後
任
と
し
て
、
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
二
人
は
、
町
内
各
小
・
中
学
校
の
外
国
語
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
外
国
の

文
化
な
ど
を
児
童
・
生
徒
に
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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４
月

２
日　
　
　

  　

辞
令
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

ご
み
・
し
尿
許
可
証
交
付
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
会
辞
令
交
付
式

（
鹿
児
島
市
）

４
日　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
国
道
事
務
所
長
来
庁（
長
島
町
役
場
）

６
日　
　
　
　

小
学
校
入
学
式
（
蔵
之
元
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　

中
学
校
入
学
式
（
鷹
巣
中
学
校
）

　
　
　
　
　
　

自
衛
隊
父
兄
会
総
会
（
太
陽
の
里
）

７
日　
　
　
　

環
境
副
大
臣
来
庁
（
獅
子
島
）

10
日　
　
　
　

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
広
場
）

　
　
　
　
　
　

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

11
日　
　
　
　

九
州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
港
湾
空
港
整
備

　
　
　
　
　
　

事
務
所
長
来
町
（
長
島
町
役
場
）

12
日　
　
　
　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
総
会

（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
東
事
業
所
果
樹
部
会
総
会
（
鷹
巣
）

13
日　
　
　
　

長
島
町
納
税
表
彰
式
・
行
政
連
絡
員
会
議

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

15
日　
　
　
　

花
フ
ェ
ス
タ
旗
争
奪
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト　

　
　
　
　
　
　

ボ
ー
ル
大
会（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
広
場
）

　
　
　
　
　
　

花
か
ご
し
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
長
島
町

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

16
日　
　
　
　

北
薩
地
域
振
興
局
・
県
庁
へ
の
要
望

（
薩
摩
川
内
市
・
鹿
児
島
市
）

17
日　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
（
長
島
町
役
場
）

18
日　
　
　
　

認
定
農
業
者
認
定
式
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

長
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　

総
会
（
指
江
庁
舎
）

19
日　
　
　
　

九
州
地
方
整
備
局「
出
前
講
座
」（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

（
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　
　

出
水
地
区
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
総
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

　
　
　
　
　
　

叙
勲
伝
達
式
（
長
島
町
役
場
）

21
～
22
日　
　

関
西
な
が
し
ま
会
（
大
阪
府
）

23
日　
　
　
　

農
地
海
岸
保
全
協
会
監
査
（
鹿
児
島
市
）　

　
　
　
　
　
　

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定

　
　
　
　
　
　

期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

災
害
廃
棄
物
処
理
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

24
日　
　
　
　

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　
　

獅
子
島
片
側
港
浮
桟
橋
竣
工
式
（
獅
子
島
）

26
日　
　
　
　

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
長
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

27
日　
　
　
　

県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
付
金
募
集
推
進
協
議
会
」

（
鹿
児
島
市
）

ふ
る
さ
と
納
税
で
応
援
を

　

長
島
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
も
寄
附
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
」
と
し

て
積
み
立
て
ら
れ
た
ほ
か
、
一
部
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
獅
子
島
架
橋
実
現
に
向
け
て
の
基
金
積
み
立
て
と
し
て
、
平
成
24
年
第
1
回
長
島
町

議
会
定
例
会
で
「
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
条
例
」
を
制
定
し
、
町
の
一
般
財
源
の
ほ
か
、
町

内
外
か
ら
の
寄
附
金
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
ま
た
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
内
線
１
２
５
３
］

ふるさと納税制度を活用した沿道花壇と満開の花々（鷹巣地内）
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春
一
番
瀬
戸
海
峡
の
青
き
潮
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

荒
武
者
の
や
う
に
来
て
去
り
春
一
番
　
　
　
二
階
堂
妙
子

猟
期
明
け
大
地
揺
る
が
す
雉
の
声
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

沸
点
に
塩
ひ
と
つ
ま
み
花
ぐ
も
り
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

友
逝
く
日
京
の
山
里
小
雪
舞
ふ
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

雉
鳴
け
ば
万
羽
の
鶏
も
首
を
ふ
る
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

幼
子
の
手
を
引
き
春
の
防
波
堤
　
　
　
　
　
山
崎
加
代
子

夕
暮
や
遠
く
の
山
で
雉
が
鳴
く
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

送
る
荷
の
隙
間
に
三
つ
草
の
餅
　
　
　
　
　
竹
内
　
　
功

春
一
番
ふ
け
ば
も
う
す
ぐ
も
じ
ゃ
こ
漁
　
　
大
堂
　
正
弘

蓬
つ
む
祖
母
の
香
の
す
る
餅
供
ふ
　
　
　
　
中
橋
　
藤
七

寒
の
夜
の
引
潮
待
ち
て
護
岸
工
事
と
も
に
せ
し
老
等
の
訃

報
伝
わ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

風
寒
き
春
木
ケ
丘
に
点
て
ん
と
紫
紺
の
菫

す
み
れ

春
陽
に
ゆ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

長
雨
の
止
み
た
る
畑
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
露
に
光
り
て
た
ち

ま
ち
芽
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

夕
暮
の
さ
や
ぐ
畑
の
菜
の
花
は
黄
に
輝
き
て
吾
を
包
み
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

春
一
番
吹
き
過
ぎ
る
道
わ
れ
の
乗
る
車
を
追
ひ
か
け
花
び

ら
が
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

揺
れ
や
ま
ぬ
孟
宗
竹
群
窓
に
見
る
行
人
岳
の
灯
見
へ
隠
れ

せ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

山
の
神
巡
る
広
場
は
や
や
狭
く
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
鶯

も
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

［
短
歌
］

寝
床
に
て
深
夜
ラ
ジ
ヲ
聞
く
な
れ
ば
昔
時
代
を
お
そ
へ
て

く
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

頑
張
れ
の
声
よ
届
け
ん
陸
奥
の
大
空
に
舞
う
鶴
に
願
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

［
俳
句
］

足
ら
ざ
る
を
埋
め
ゆ
く
春
の
日
用
品　
　
　

宗
方　

清
明

日
本
人
の
ち
ょ
っ
と
ヘ
ン
な
英
語

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
セ
イ
ン  

原
案

　日本人が学校で習った英語な
のに、違う意味で伝わってしま
う英語を紹介します。

ツ
ナ
グ

辻
村  
深
月  

著

　たった一度だけ死者と生者を
会わせてくれる人がいる。あな
たなら、誰に会いたいですか？

明
日
の
為
残
し
て
お
か
ん
力
な
り
夜
来
れ
ば
妻
よ
り
早
く

寝
に
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

夜
の
雨
の
な
か
を
帰
り
来
家
犬
は
身
震
い
に
け
り
灯
火
の

下　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

幼
子
を
抱
く
こ
と
も
な
く
な
り
し
手
を
夕
べ
は
膝
に
揃
え

て
お
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

衰
え
し
耳
が
聞
き
と
め
い
る
も
の
に
今
日
は
来
て
い
る
山

鳩
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

言
う
べ
き
を
言
わ
ず
に
戻
り
来
り
し
が
水
を
呑
む
た
れ
も

い
ぬ
暗
が
り
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

白
豚
が
柵
よ
り
出
で
て
道
く
ぼ
の
溜
り
し
水
を
飲
み
て
居

に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

人
影
の
た
え
た
る
夜
の
往
還
を
首
た
れ
犬
の
横
切
り
て
ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
　
学

天
草
は
霞
み
て
見
え
ず
朝
の
海
に
伊い
さ

き

佐
木
釣
る
舟
の
浮
く

如
く
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

車
の
音
し
ば
し
途
絶
へ
し
春
の
午
後
竹
は
じ
く
音
峡かい
に
谺
こ
だ
ま

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

お
や
み
な
き
春
の
嵐
は
竹
群
も
杉す
ぎ
う生

も
揺
ら
し
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

振
る
ご
と
く
桜
吹
雪
の
並
木
路
を
親
子
連
れ
多
し
番
所
ケ

丘
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

物
故
者
へ
一
同
黙
祷
捧
ぐ
れ
ば
近
く
の
山
に
鶯
鳴
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

海
沿
い
の
林
の
中
で
鶯
の
初は
つ
ね音

聞
き
を
り
心
な
ご
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子
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「
行
政
相
談
所
」
が
開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
員

は
、
地
域
で
の
皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政
の
仕
組

み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関

係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

５
月
22
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所

　

指
江
庁
舎
大
会
議
室

○
行
政
相
談
員

　

池
田　

尚
正
氏
（
指
江
集
落
）

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
集
落
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

長
島
町
と
韓
国
吉
祥
面
間
の

国
際
交
流
事
業
を
自
粛

　

長
島
町
と
韓
国
の
仁
川
廣
域
市

江
華
郡
吉
祥
面
の
間
で
は
、
平
成

6
年
に
友
好
姉
妹
盟
約
を
調
印
し
、

こ
れ
ま
で
両
国
間
で
国
際
交
流
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
22
年
1
月
の
訪

問
団
受
け
入
れ
か
ら
現
在
ま
で
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
口
蹄
疫
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
で
交
流
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
24
年
度
に
予

算
措
置
を
行
い
、
相
互
間
交
流
の

実
施
に
向
け
調
整
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
韓
国
の
口
蹄
疫
発
生

の
懸
念
が
ぬ
ぐ
い
切
れ
ま
せ
ん
。

農
林
水
産
省
や
鹿
児
島
県
、
鹿
児

島
い
ず
み
農
協
、
関
係
各
位
か
ら

の
情
報
を
も
と
に
検
討
し
た
結
果
、

家
畜
防
疫
の
観
点
か
ら
、
両
国
が

清
浄
国
と
な
っ
た
時
点
で
交
流
を

再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

老
後
に
役
立
つ「
農
業
者
年
金
」

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
た

め
の
年
金
で
す
。
自
分
が
積
み
立

て
た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
実
績

に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

決
ま
る
「
積
み
立
て
方
式
」
の
年

金
で
す
。
農
業
者
年
金
の
加
入
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
、
ま
た
は
、
お
近
く
の

農
業
協
同
組
合
支
所
で
受
付
し
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
加
入
の
要
件

・
20
歳
以
上
、
60
歳
未
満
で
あ
る

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

ら
れ
て
い
な
い
か
た
。

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
か
た
。

※
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

個
人
住
民
税
の
扶
養
控
除
が

変
更

　

平
成
24
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

の
扶
養
控
除
が
変
わ
り
ま
し
た
。

○
扶
養
控
除
と
は

　

個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
納
税

者
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
、

納
税
者
の
所
得
金
額
か
ら
一
定
の

所
得
控
除
を
行
う
も
の
で
す
。

○
見
直
し
の
内
容

・
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
係
る
扶

養
控
除
（
33
万
円
）
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

・
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶

養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗

せ
部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、

扶
養
控
除
額
が
33
万
円
と
な
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
９
９

6
月
4
日
～
10
日
は
歯
の
衛
生

週
間
で
す

　

6
月
4
日
か
ら
の
「
歯
の
衛
生

週
間
行
事
」
と
し
て
、
地
区
小
・

中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

①
地
区
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
に

よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

○
日
時

　

6
月
1
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
　

 

6
月
10
日
（
日
）

○
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
ず
ま
店
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
鷹

巣
店
、
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
な
が
し
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ま
店
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店
、

ト
ゥ
モ
ロ
ー
高
尾
野
店
、
Ａ
コ
ー

プ
鹿
児
島
野
田
店
、
阿
久
根
市
立

図
書
館

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
歯
科
健
診
・
無
料
相
談

○
日
時

　

6
月
2
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
同
時
に
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
優

秀
者
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会

　

公
衆
衛
生
担
当
（
児
島
歯
科
医
院
）

　

☎
（
86
）
１
２
６
６

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教

育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
か
た
が
学
ん
で

い
ま
す
（
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
）。

○
出
願
期
間

　

６
月
１
日
～
８
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

３
つ
の
基
本
　「
自
己
救
命

策
」
で
命
を
守
る

　

こ
れ
か
ら
マ
リ
ン
シ
ー
ズ
ン
と

な
る
夏
場
は
水
難
事
故
が
多
発
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
串
木
野
海
上
保

安
本
部
で
は
、
海
域
で
の
命
を
守

る
３
つ
の
基
本
「
自
己
救
命
策
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

○
基
本
１

［
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
］

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
日

本
語
名
で 

「
救
命
胴
衣
」 

と
呼
ば

れ
、
命
を
助
け
る
た
め
の
も
の
で

す
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の

有
無
で
生
死
を
分
け
る
と
い
っ
た

事
例
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
体
に
合

っ
た
適
切
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
常
時
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
基
本
２

［
連
絡
手
段
の
確
保
］

　

釣
り
に
行
く
際
は
、
一
人
で
行

か
ず
複
数
名
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

事
故
発
生
時
に
対
処
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
携
帯
電
話
は
防
水
パ
ッ

ク
に
入
れ
て
携
行
し
ま
し
ょ
う
。 

○
基
本
３

［「
１
１
８
番
」
の
有
効
活
用
］

　
「
１
１
８
番
」
は
、
海
上
保
安

庁
専
用
の
緊
急
電
話
番
号
で
24
時

間
対
応
し
て
い
ま
す
。
海
で
の
事

故
や
緊
急
の
際
は
全
国
共
通
・
局

番
な
し
の
「
１
１
８
番
」
に
通
報

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部

　

警
備
救
難
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
３
５
９
２

中
小
企
業
の
事
業
再
生
を
応

援
し
ま
す

　

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援

協
議
会
で
は
、
事
業
の
将
来
性
は

あ
る
が
、
財
務
上
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
中
小
企
業
を
対
象
に
、
専

門
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
き
め
細
か
い
経
営
相
談
、
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
企
業

　

深
刻
な
経
営
上
の
問
題
を
抱
え
、

こ
の
ま
ま
で
は
企
業
の
将
来
に
不

安
が
あ
る
が
、
再
生
の
可
能
性
が

あ
り
、
事
業
再
生
意
欲
を
持
つ
鹿

児
島
県
内
の
中
小
企
業
。

○
再
生
支
援
の
流
れ

　
（
第
一
次
対
応
）

　

窓
口
相
談
に
お
い
て
、
経
営
上

の
問
題
や
具
体
的
な
課
題
を
抽
出

し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
最
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

○
再
生
支
援
の
流
れ

　
（
第
二
次
対
応
）

　

再
生
計
画
を
作
成
し
て
、
金
融

機
関
と
調
整
す
る
必
要
が
あ
る

と
同
協
議
会
が
判
断
し
た
場
合

は
、
専
門
家
か
ら
な
る
「
個
別
支

援
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
財
務
面

や
事
業
面
の
調
査
分
析
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
再
生
計
画
の
策
定
を
支

援
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業

　

再
生
支
援
協
議
会

　

☎
０
９
９
（
８
０
５
）
０
２
６
８
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島での決意を新たに長 転入学校職員宣誓式

つけよう地域のすばらしさ
伊唐小学校ブリ養殖体験学習

　町内の小・中学校に今春転入した学校職員の宣誓式
が４月 10 日、長島町文化ホールでありました。参加
した転入学校職員の 45 人は、本町の教育行政の基本
方針を学び、決意を新たにしました。
　この日式では、中橋藤七教育長が「子どもたち・学
校・地域に早く慣れ、子どもたちの教育に全力を注い
でください」とあいさつ。川床中学校に赴任した下堂
園公平事務職員が「職務とその責任の特殊性を深く自
覚し、誠実かつ公正に職務を執行します」と力強く宣
誓しました。
　転入者を代表して川床小学校の上野誠校長は「花い
っぱいに咲き誇る長島の赴任を楽しみにしてきまし
た。子どもたちのために精一杯頑張ります」と述べま
した。

　4 月 18 日、伊唐小学校（山川哲郎校長）は、
総合的な学習の時間を使って、長島町の主産
業であるブリ養殖の体験学習を行いました。
　この学習は、町が推進するふるさと教育の
一環で、児童らは「まず地域について知るこ
と」の大事さを学ぶものです。この日は、３
年から６年までの 15 人が伊唐港沖合いのブ
リの養殖いけすに船で移動。同校の保護者で
養殖業を営む小山広喜さんからブリの生育な
どについて説明を受けました。
　その後児童らは、元気に泳ぐブリに餌を与
える体験なども行い、日ごろ経験しない学習
に満足の様子でした。３年間養殖したブリを
見た３年の杉山宗一郎くんは「ぼくと同級生
だ」と大喜び。いけすで泳ぐ小魚が、今年の
春、屋久島沖で捕れたブリの稚魚の " モジャ
コ " だと説明を受けた４年の楠元瀬奈さんは

「小さくてかわいい。遠くでこれを捕まえて
持ってくるんだ」と感心していました。

田中順一郎教育委員長を前に宣誓する下堂薗事務職員↓

見

↑餌を食べるブリ
の殺到ぶりに驚く
児童ら

←いけす内で泳ぐ
ブリに餌を与える
児童
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の学校で新たなスタート16 町内の小中学校で入学式

↑名前が呼ばれ元
気に手をあげる新
1年生（鷹巣小学
校）

←新入生代表の誓
いのことばを述べ
る福山翔太さん
（長島中学校）

　4 月 6 日、町内 11 の小学校、５つの
中学校で入学式が行われ、鷹巣小学校（緒
方智憲校長）では男子 21 人、女子 20 人、
計 41 人の新 1 年生が門をくぐりました。
この日緒方校長は「この学校は世界一笑
顔の多い学校。楽しく勉強して大きくな
ってほしい」とあいさつしました。同校
に入学した川添星河さんは「文字の勉強
をする国語を頑張りたい」と笑顔で話し
ました。
　長島中学校（新田薫校長）では、男女
それぞれ 13 人の 26 人が真新しい制服
を身にまとい、同校体育館の玄関から式
典に入場しました。新田校長は「中学校
生活は人生の土台をつくる大事な時期。
何事も積極的に頑張ってほしい」と激励
しました。新入生を代表して福山翔太さ
んは「友達をたくさんつくり部活や勉強
に頑張り、悔いのない中学生活を送りた
い」と抱負を述べました。

下校には気を付けて
新入学児童への「防犯教室」開催

いのぼりが一役担うこ 茅屋自治公民館の地域活性化策

登

　茅屋自治公民館（宮瀬久志館長）は 4 月８日、
えびす祭りを行い、同公民館横のグラウンドに大
漁と安全祈願を願うとともに地域の活性化策とし
て 50 匹余りのこいのぼりをあげました。宮瀬館
長は「ここはいつも集落の人がたくさん集まると
ころ。こいのぼりがあがる事で地域が元気になる」
と話しました。また毎週月・木曜日の午後からは、
茅屋老人クラブ（宮瀬保会長）によるグラウンド
ゴルフも開かれ、活気に満ち溢れています。

阿久根特産のボンタンのキャラクターが登場↓

こいのぼりを背にグラウンドゴルフで汗を流す高齢者↑

　阿久根警察署は、同署女性警察官らが手がけた
手づくりの紙芝居を使った出前授業の「防犯教室」
を４月 11 日から町内９カ所の小学校で開きまし
た。この教室は、防犯対策「いかのおすし」をＰ
Ｒしようと不審者対応の物語を分かりやすくアレ
ンジ。独自キャラクターの「ボンタン刑

で か

事」が登
場し、子どもたちの興味を引きました。このほか、
こども 110 番の家紹介と阿久根地区防犯協会か
ら防犯ブザーのプレゼントもありました。

13 広 報 な が し ま



（　）内は前月比

11,435(   27)
  5,539(   22)
  5,896(    5)
  4,418( 39)

平成 24年 4月 30 日現在

　　

↓約 20 ㌃の園内に咲き誇る花々（4 月下旬撮影）

 

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

 

役
場
景
観
推
進
課

　

 

☎
（
86
）
１
１
１
１ 

［
内
線
１
２
６
７
］

　

昨
年
末
か
ら
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
に
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
3
月
31
日
か
ら
開
幕
し
た
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
に
あ
わ
せ

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
約
20
㌃
の
園
内
は
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ
や
フ
ク
ロ
ナ
デ
シ

コ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
約
5
千
本
の
花
々
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

園
内
に
は
、
写
真
が
写
せ
る
よ
う
に
展
望
台
と
散
策
が
可
能
な
園
路
も
設
け

て
あ
り
、
綺
麗
な
花
々
が
間
近
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
で
は
食
事
も
と
る
こ
と
が
で
き
る「
ま

め
や
」
が
あ
り
、
店
主
の
お
か
み
さ
ん
が
作
る
「
地
豆
腐
」
を
生
か
し
た
ヘ

ル
シ
ー
料
理
や
、
今
が
旬
の
長
島
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕
後
も
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
１
年
を
通
し
て
町

内
外
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

駐 車 場 中 央 に 設 置 さ れ た 石
積 み 花 壇 と 奥 に 見 え る の は
食事ができる「まめや」↓
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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私も参加
自慢できるまちづくり
　長島路の沿道では春になり、多種多様

な花が開き始めました。その一方雑草も

生えはじめ、町内各地では手がけた花の

手入れを行う姿が多くなります。赤崎集

落の小﨑トキノさん（85）は「雑草が

生い茂ると花がかわいそう。これからも

できる範囲で続けたい」と雑草を抜く手

に力を込めていました。

　

川
添
健
町
長
が
「
町
民
の
融
和

と
自
慢
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
」
と
よ
く
話
し
ま
す
。

　

今
月
号
の
最
終
ペ
ー
ジ
で
掲
載

し
た
上
記
の
小
﨑
ト
キ
ノ
さ
ん
も

長
島
を
愛
す
る
そ
の
一
人
で
、
地

域
や
町
の
た
め
何
か
お
手
伝
い
が

で
き
た
ら
と
の
こ
と
。
本
人
は
特

別
な
こ
と
と
は
感
じ
て
は
お
ら
ず

「
自
分
が
出
来
る
範
囲
」
と
話
す

こ
の
心
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
は
欠

か
せ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
長
島
を
支
え
て
き
た
一
員
の

小
﨑
さ
ん
。
に
じ
み
出
た
手
の
シ

ワ
を
見
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
笑

顔
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ

て
の
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
花
街

道
づ
く
り
。
合
併
６
年
目
を
迎

え
、
旧
町
間
の
隔
た
り
が
少
な
く

な
り
、
融
和
を
図
る
た
め
の
一
つ

の
施
策
が
、
町
民
の
自
慢
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
確

実
に
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。　（

小
屋
昭
彦
）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午、●夜間当番医 19 時～ 23 時）

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

 ５/２７ １ ２

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

 ５/２８  ５/２９  ５/３０  ５/３１

２０１２6
○
○
○
○
○
□
□
□
□

◎日本脳炎
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○おかだクリニック 63-7011
○内山病院 73-1551
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□メープル薬局 62-9292
□本町薬局 73-3233
□長島調剤薬局 64-5555
◇二宮医院 62-0167

◎ポリオ
（指江保健センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

◎ポリオ
（指江保健センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎ポリオ
（指江保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○林泌尿器科クリニッック 64-8800
○鶴見医院 73-0553
○さくら通りクリニック62-2311
○スマイル歯科医院 75-3300
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局　88-6011
◇キッズクリニック 63-7707

◎日本脳炎
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）
◎イルカ（妊婦）教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○友愛クリニック 64-2101
○喜多医院 72-0038
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○こじま歯科医院 63-4618
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□脇本調剤薬局 75-2215
◇出水総合医療センター67-1611

◎肺・大腸がん検診
◎ポリオ
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ポリオ
（保健福祉センター）

◎イルカ（妊婦）教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ　　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○しみずこども医院 68-0633
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○中島歯科医院 82-0020
□ハート薬局 79-3877
□フタヤ薬局 67-5253
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

◎肺・大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！


